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集
刊
東
洋
学
』
同
号
黄
宗
義
の
思
想
|
|
劉
宗
周
思
想
の
受
容
か
ら
同
]
P
H
U
品
w
F
L
明
末
清
初
期
に
生
き
た
黄
宗
義
=
六
一
O
l
一
六
九
五
]
は
、
東
林
派
官
僚
と
目
さ
れ
た
黄
尊
素
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
明
末
の
大
儒
劉
宗
周
に
師
事
し
た
。
北
京
陥
落
後
は
抗
清
戦
争
に
身
を
投
じ
て
い
た
が
、
清
朝
の
支
配
が
確
立
し
て
以
降
は
学
問
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
万
斯
大
・
万
斯
同
を
は
じ
め
と
し
た
後
学
を
指
導
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
明
儒
学
案
』
は
、
明
代
の
儒
者
の
伝
記
と
著
述
を
収
集
し
、
分
類
・
排
列
し
た
も
の
で
あ
り
、
黄
宗
裁
の
思
想
史
観
・
学
問
観
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
本
論
は
、
康
照
初
め
の
黄
宗
裁
の
学
問
活
動
と
、
そ
れ
を
支
え
た
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
同
時
期
の
黄
宗
義
の
活
動
と
し
て
は
、
『
明
文
案
』
の
編
纂
や
書
院
で
の
講
学
活
動
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
は
特
に
劉
宗
周
思
想
の
受
容
と
実
践
に
焦
点
を
当
て
た
。
「
自
得
」
の
重
視
へ
|
|
豊
ワ
子
島
ゆ
黄
宗
裁
に
対
す
る
劉
宗
周
の
影
響
は
、
既
に
多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
劉
述
先
は
、
賛
宗
義
が
劉
宗
周
の
内
在
一
元
的
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る
。
福
田
殖
は
、
劉
宗
周
が
政
治
的
実
践
の
基
盤
と
な
る
思
惟
構
造
を
問
い
直
そ
う
と
し
、
そ
の
こ
と
が
黄
宗
義
お
よ
び
『
明
儒
学
案
』
に
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
両
者
の
研
究
は
、
黄
宗
裁
に
お
け
る
劉
宗
周
思
想
の
受
容
と
実
践
を
、
黄
宗
義
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
即
し
て
説
明
し
て
い
な
い
点
に
不
満
が
残
る
。
劉
宗
周
門
下
(
以
下
「
劉
門
」
と
称
す
)
を
中
心
と
し
た
清
初
思
想
史
研
究
と
し
て
は
、
王
汎
森
が
『
劉
子
節
要
』
を
め
ぐ
る
慣
日
初
と
黄
宗
義
の
対
立
を
分
析
し
、
そ
の
背
景
に
は
師
説
解
釈
を
め
ぐ
る
劉
宗
周
後
学
の
分
裂
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
黄
宗
裁
の
学
問
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
心
性
観
学
問
観
の
内
容
に
つ
い
て
は
分
析
が
不
十
分
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
は
黄
宗
裁
が
師
の
遺
著
を
読
ん
で
「
子
劉
子
行
状
」
や
『
孟
子
師
説
』
を
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
康
照
五
年
頃
か
ら
康
照
十
五
年
頃
を
中
心
に
、
彼
の
学
問
活
動
と
学
問
観
を
考
察
す
る
。
当
然
、
そ
う
し
た
考
察
は
、
『
明
儒
学
案
』
の
内
容
及
び
編
纂
背
景
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
明
儒
学
案
』
の
成
書
年
代
に
は
諸
説
あ
る
。
黄
宗
義
「
明
儒
学
案
序
」
に
は
「
香
成
丙
辰
之
後
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
黄
畑
屋
は
康
照
十
五
年
(
丙
辰
)
成
書
と
す
る
(
『
黄
梨
洲
先
生
年
譜
』
巻
下
、
康
照
十
五
年
条
)
。
陳
祖
武
は
、
「
丙
辰
之
後
」
を
丙
辰
以
降
と
解
釈
し
、
康
照
二
十
四
年
頃
に
完
成
し
た
と
考
え
て
い
る
。
呉
光
は
、
康
照
十
五
年
か
ら
隔
た
り
す
ぎ
る
こ
と
を
疑
問
視
し
、
康
岡
山
十
七
l
八
年
成
書
と
す
る
。
山
井
湧
、
福
田
殖
は
、
康
照
十
五
年
前
後
に
い
っ
た
ん
完
成
し
、
そ
れ
か
ら
増
補
・
修
訂
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
彰
国
朔
が
侠
文
と
さ
れ
て
い
た
黄
宗
義
『
理
学
録
』
を
発
見
し
、
こ
の
書
物
が
康
照
六
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
宋
元
以
降
の
学
術
思
想
史
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
彰
は
、
あ
わ
せ
て
、
「
明
鴻
儒
学
案
」
編
纂
に
協
力
し
た
美
希
轍
も
順
治
年
間
に
『
理
学
録
』
を
川
編
纂
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
内
容
が
一
部
『
明
儒
学
案
』
に
吸
収
梓
凶
《
9
v
庇
さ
れ
た
こ
と
を
も
解
明
し
て
い
る
。
賛
宗
義
は
康
県
六
年
頃
か
ら
学
蜘
術
史
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
こ
に
は
美
希
轍
の
思
想
的
影
時
響
も
う
か
が
え
る
わ
け
で
あ
る
。
7
こ
の
よ
う
に
、
「
明
儒
学
案
」
の
成
立
過
程
は
研
究
途
上
に
あ
る
6
も
の
の
、
本
論
が
分
析
対
象
と
す
る
時
期
の
黄
宗
義
の
学
問
観
が
『
明
儒
学
案
」
の
思
想
的
基
盤
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
黄
宗
義
の
学
問
観
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
山
井
湧
は
黄
宗
義
を
心
学
か
ら
考
証
学
へ
の
過
渡
期
の
学
者
と
位
置
づ
け
、
黄
宗
裁
が
性
理
学
を
客
観
的
に
見
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
指
摘
は
黄
宗
義
自
身
の
論
理
に
よ
っ
て
『
明
儒
学
案
』
を
説
明
し
た
も
の
で
は
な
い
点
と
、
賛
宗
裁
の
文
章
を
分
析
す
る
上
で
、
全
体
の
文
脈
や
普
か
れ
た
当
時
の
状
況
を
十
分
考
慮
し
て
い
な
い
点
に
不
満
が
残
る
。
佐
藤
錬
太
郎
は
、
周
汝
登
『
聖
学
宗
伝
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、
黄
宗
義
は
劉
宗
周
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
『
明
儒
学
案
』
は
康
照
期
の
陽
明
学
観
に
基
づ
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
が
、
賛
宗
義
の
学
問
観
が
康
照
期
に
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
詳
論
し
て
い
な
ぺ
。
李
明
友
は
、
賛
宗
裁
の
哲
学
と
哲
学
史
観
が
共
に
「
一
本
万
殊
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
点
に
特
色
が
あ
る
が
、
黄
宗
裁
の
哲
学
史
観
を
「
学
術
上
的
民
主
精
神
」
と
み
な
し
、
朱
子
学
の
教
条
主
義
に
対
す
る
「
思
想
解
放
」
と
評
価
す
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
以
下
、
本
論
で
は
黄
宗
義
の
文
章
を
黄
宗
義
自
身
の
主
観
に
沿
っ
て
分
析
し
、
彼
が
康
問
問
初
め
に
彼
自
身
を
と
り
ま
く
様
々
な
具
体
的
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
劉
宗
周
の
学
問
を
受
容
し
、
学
問
観
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
第
一
節
で
は
、
黄
宗
義
が
劉
宗
周
の
学
問
を
受
容
し
た
当
時
、
劉
門
が
抱
え
て
い
た
課
題
と
、
黄
宗
裁
の
劉
宗
周
思
想
理
解
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
節
で
は
、
B
賞
宗
義
の
埜
術
界
に
対
す
る
不
満
と
、
理
想
と
す
る
学
問
観
を
分
析
6
す
る
。
第
三
節
で
は
、
前
節
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
黄
宗
裁
の
学
問
観
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
一
、
劉
宗
周
門
下
の
課
題
と
黄
宗
義
の
師
説
理
解
(
1
)
劉
宗
周
門
下
の
課
題
と
黄
宗
毅
劉
宗
周
の
死
後
、
門
人
達
は
亡
き
師
の
遺
著
や
事
績
を
編
纂
し
、
そ
の
学
聞
を
継
承
す
べ
く
尽
力
し
て
い
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
劉
宗
周
の
子
の
劉
灼
だ
っ
た
。
し
か
し
同
じ
時
期
、
劉
門
は
師
の
遺
著
・
年
譜
の
編
纂
や
師
説
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
分
裂
し
て
い
た
。
例
え
ば
順
治
九
年
か
ら
十
年
(
一
六
五
二
l
一
六
五
三
)
、
陳
確
は
劉
灼
の
編
纂
事
業
に
対
し
て
繰
り
返
し
疑
義
を
呈
し
て
い
《
mv
ヲハ
wo劉
灼
は
康
照
=
一
年
(
一
六
六
四
)
に
他
界
し
、
黄
宗
義
は
康
照
五
年
に
「
劉
伯
縄
先
生
墓
誌
銘
」
(
以
下
「
墓
誌
鋪
」
と
称
す
)
を
撰
述
し
た
。
そ
の
中
で
、
黄
宗
裁
は
劉
門
に
お
け
る
劉
灼
の
功
績
を
称
賛
す
る
一
方
、
同
時
に
劉
門
が
常
に
分
裂
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
状
Am〕
況
も
描
く
。
劉
灼
と
陳
確
の
論
争
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
「
墓
誌
銘
」
に
よ
れ
ば
、
陳
礁
は
「
主
敬
」
の
実
践
に
お
い
て
、
「
誠
意
」
で
は
な
く
「
正
心
」
《
mwv
を
実
践
の
根
幹
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
劉
灼
は
、
「
心
の
幾
」
で
あ
る
意
を
誠
に
す
る
こ
と
が
、
心
の
作
用
を
分
析
し
た
『
大
学
』
の
正
心
・
誠
意
・
致
知
・
格
物
と
い
う
す
べ
て
の
実
践
に
一
貫
し
て
い
る
と
反
論
す
る
。
両
者
は
、
人
間
存
在
の
ど
こ
に
実
践
の
基
盤
を
お
く
か
と
い
う
点
で
説
を
違
え
て
い
る
。
陳
確
は
そ
れ
を
海
然
と
し
た
心
に
置
き
、
劉
灼
は
志
向
性
を
持
っ
た
「
心
の
幾
」
で
あ
る
意
に
置
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
黄
宗
裁
は
、
劉
宗
周
の
死
後
、
門
人
の
聞
で
師
説
理
解
が
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
「
墓
誌
銘
」
で
は
、
劉
灼
の
死
後
の
劉
門
の
分
裂
を
、
賛
宗
義
自
ら
恥
じ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
節
に
後
述
す
る
通
り
、
黄
宗
義
は
師
・
劉
宗
周
の
生
前
に
そ
の
教
え
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
し
ば
し
ば
悔
や
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
師
の
学
問
の
継
承
や
劉
門
の
抱
く
課
題
に
対
し
て
、
黄
宗
義
が
責
務
を
感
じ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
劉
灼
の
死
後
、
黄
宗
裁
は
独
自
に
学
問
活
動
を
展
開
し
た
。
康
照
五
年
か
ら
七
年
頃
、
「
子
劉
子
行
状
」
(
以
下
「
行
状
」
と
称
す
)
・
「
子
劉
子
学
言
」
『
孟
子
師
説
』
と
い
っ
た
師
の
学
問
に
関
す
る
書
物
を
編
纂
し
た
。
康
照
六
七
年
に
は
、
会
穏
と
寧
波
で
師
の
証
人
書
院
【
ω】
を
再
興
し
た
。
会
稽
の
証
人
書
院
は
美
希
轍
と
共
に
開
講
し
、
師
の
《
mv
遺
著
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
黄
宗
裁
は
後
学
と
し
て
の
責
務
を
は
た
す
と
同
時
に
、
自
分
な
り
の
師
説
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
tf宗裁の思想(:121:島)
(
2
)
黄
宗
裁
の
師
説
理
解
「
行
状
」
は
、
前
半
部
分
で
劉
宗
周
の
功
績
を
著
し
、
後
半
部
分
で
劉
宗
周
の
学
問
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
後
半
部
分
の
内
容
の
一
部
を
取
り
上
げ
、
黄
宗
裁
の
師
説
理
解
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。黄
宗
裁
は
、
劉
宗
周
が
体
得
し
た
こ
と
を
四
つ
の
命
題
に
ま
と
め
、
そ
れ
に
関
わ
る
劉
宗
周
の
著
述
を
編
集
・
引
用
す
る
。
四
つ
の
命
題
の
一
つ
で
あ
る
「
一
日
、
静
存
之
外
無
動
察
」
の
解
説
部
分
で
は
、
業
廷
秀
に
宛
て
た
劉
宗
周
の
返
書
(
「
答
葉
潤
山
」
四
、
『
劉
宗
周
全
集
』
第
三
冊
)
を
引
用
し
て
い
る
。
葉
廷
秀
は
「
意
を
誠
に
す
る
」
こ
と
が
動
静
内
外
を
兼
ね
た
実
践
で
あ
る
か
に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
劉
宗
周
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
意
が
誠
で
あ
れ
ば
、
心
の
主
宰
は
至
善
に
止
ま
っ
て
移
ら
な
い
。
「
普
に
止
ま
る
」
こ
と
の
大
き
さ
は
、
身
・
心
・
家
・
国
・
天
下
を
過
賞
し
て
い
る
が
、
根
ざ
し
て
い
る
所
は
他
な
ら
ぬ
意
に
あ
る
。
思
う
に
そ
の
隠
れ
て
い
る
も
の
を
慎
め
ば
、
現
れ
て
い
る
も
の
は
別
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
知
れ
ば
、
変
化
の
起
こ
っ
た
時
に
自
己
の
あ
り
方
を
省
み
る
と
い
う
説
は
捨
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
己
を
省
み
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
自
身
の
性
を
保
つ
こ
と
の
最
も
効
果
4
官
得
る
所
で
あ
る
。
自
己
を
省
み
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
常
に
覚
醒
し
て
い
る
も
の
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
「
存
」
は
ま
た
何
を
保
ち
、
「
養
」
69 
は
ま
た
何
を
養
う
の
か
。
(
「
意
誠
、
則
心
之
主
宰
処
止
子
歪
普
、
而
不
遷
突
。
止
普
之
量
、
難
通
乎
身
心
家
国
天
下
、
而
根
拠
只
在
意
上
。
蓋
謹
其
微
者
、
而
顕
者
不
能
外
失
。
知
此
、
則
動
而
省
察
之
説
可
様
。
省
察
、
即
是
存
養
中
最
得
力
処
。
不
省
不
察
、
{
芥
侍
所
謂
常
慢
慢
者
、
存
又
存
個
何
物
、
養
又
養
個
何
物
。
」
(
「
行
状
」
巻
下
、
『
黄
宗
義
全
集
』
第
一
冊
)
こ
こ
で
は
、
「
意
を
誠
に
す
る
」
と
い
う
心
の
状
態
が
そ
の
ま
ま
「
至
善
に
止
ま
る
」
こ
と
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
「
至
善
に
止
ま
る
」
こ
と
は
身
を
修
め
る
と
い
う
個
人
の
実
践
か
ら
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
と
い
う
社
会
全
体
に
対
す
る
実
践
ま
で
買
か
れ
て
い
る
が
、
「
意
を
誠
に
す
る
」
こ
と
が
そ
の
ま
ま
「
至
善
に
止
ま
る
」
こ
と
で
あ
る
以
上
、
個
人
か
ら
社
会
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
実
践
は
意
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
実
践
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
微
」
と
「
顕
」
、
そ
し
て
「
存
養
」
と
「
省
察
」
は
一
体
で
あ
り
、
「
励
」
の
時
に
「
省
察
」
す
る
学
説
は
不
要
に
な
る
と
さ
れ
る
。
黄
宗
義
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
業
廷
秀
は
内
面
と
外
界
を
分
け
た
上
で
、
意
を
誠
に
す
る
こ
と
が
内
面
の
実
践
だ
と
考
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
劉
宗
周
は
、
「
誠
意
」
と
は
心
の
主
宰
が
「
至
善
に
止
」
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
誠
意
」
が
実
現
さ
れ
て
い
れ
ば
、
動
静
・
内
外
と
い
っ
た
区
別
は
無
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
善
が
実
現
で
き
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
黄
宗
義
の
理
解
し
た
劉
宗
周
の
教
え
で
は
、
「
誠
意
」
が
あ
ら
ゆ
る
実
践
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
え
る
。
こ
の
「
意
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
7
さ
れ
る
。一
に
言
う
、
意
は
心
が
保
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
「
伝
」
に
「
悪
い
臭
い
を
憎
む
よ
う
に
し
、
よ
い
色
を
好
む
よ
う
に
す
る
」
と
一
言
、
っ
。
こ
れ
は
、
保
た
れ
て
い
る
「
中
」
か
ら
生
じ
る
好
悪
は
、
善
と
一
つ
で
あ
り
悪
に
分
岐
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普
と
一
つ
で
あ
り
悪
に
分
岐
し
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
意
に
普
が
有
っ
て
悪
が
無
い
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ゆ
る
「
幾
は
動
の
わ
ず
か
な
状
態
で
、
士
ロ
凶
が
先
に
現
れ
る
」
(
『
周
易
』
繋
辞
下
)
は
、
ま
さ
に
保
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
一
目
、
意
為
心
之
所
存
、
非
所
発
。
伝
日
、
「
如
悪
悪
臭
、
如
好
好
色
。
」
言
自
中
之
好
悪
、
一
子
普
而
不
二
子
悪
。
一
子
普
而
不
二
子
悪
、
正
見
意
之
有
善
而
無
悪
。
所
謂
「
幾
者
動
之
微
、
吉
之
先
見
者
」
也
、
正
指
所
存
言
也
。
)
(
「
行
状
」
巻
下
)
「
一
目
、
意
為
心
之
所
存
、
非
所
発
」
も
、
四
つ
の
命
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
解
説
部
分
で
、
ま
ず
「
如
惑
悪
臭
、
如
好
好
色
」
を
挙
げ
る
。
こ
の
部
分
は
大
学
の
「
伝
」
で
あ
り
、
誠
意
を
解
釈
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
好
悪
と
は
、
誠
意
に
お
け
る
好
悪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
誠
意
の
好
惑
は
、
至
善
で
あ
る
ウ
中
」
か
ら
生
じ
た
普
そ
の
も
の
と
し
て
の
好
悪
で
あ
り
、
心
に
保
っ
て
い
る
意
が
善
そ
の
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
意
」
解
釈
は
、
当
時
に
お
い
て
一
般
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
朱
子
学
が
科
挙
の
学
の
基
準
と
さ
れ
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
劉
宗
周
の
解
釈
は
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
た
。
葉
廷
秀
の
疑
問
も
、
朱
子
学
の
注
釈
と
劉
宗
周
の
解
釈
の
違
い
に
端
を
発
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
劉
宗
周
の
教
え
は
、
朱
子
学
の
注
釈
を
奉
じ
る
者
達
と
し
ば
し
ば
対
決
を
迫
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
に
朱
子
の
解
釈
と
の
違
い
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
次
の
二
つ
の
資
料
は
、
大
学
の
本
文
の
「
意
」
に
言
及
し
て
い
る
部
分
に
対
す
る
『
大
学
章
句
』
の
注
釈
で
あ
る
。
①
【
本
文
】
「
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
」
【
注
】
「
誠
」
は
、
実
で
あ
る
。
「
意
」
と
は
心
の
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
心
が
現
れ
た
状
態
に
誠
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
心
の
普
と
一
つ
で
あ
っ
て
自
分
を
欺
か
な
い
こ
と
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
(
誠
、
実
也
。
意
者
心
之
所
発
也
。
実
其
心
之
所
発
、
欲
其
一
於
善
而
無
自
欺
也
。
)
(
『
大
学
章
句
」
)
②
【
本
文
}
「
所
認
誠
其
意
者
、
母
自
欺
也
。
如
悪
悪
臭
、
如
好
好
色
。
此
之
謂
自
謙
。
」
【
注
】
「
そ
の
意
を
誠
に
す
る
」
と
は
、
自
分
自
身
の
修
養
の
は
じ
め
で
あ
る
。
「
母
」
と
は
、
禁
止
の
言
葉
で
あ
る
。
「
自
ら
欺
く
」
と
は
、
普
を
お
こ
な
っ
て
悪
を
無
く
す
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
心
の
現
れ
に
お
い
て
は
未
だ
に
誠
実
で
な
い
点
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
(
誠
其
意
者
、
自
修
之
首
也
。
母
者
、
禁
止
之
辞
。
自
欺
云
者
、
知
為
善
以
去
悪
、
而
心
之
所
発
有
未
実
也
。
)
(
『
大
学
章
句
』
)
①
で
は
、
「
意
者
、
心
之
所
発
也
」
と
そ
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
。
②
で
は
誠
意
を
解
釈
し
た
「
伝
」
部
分
に
つ
い
て
、
「
自
ら
欺
く
」
と
は
善
を
行
い
悪
を
無
く
す
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
心
が
現
れ
た
時
に
そ
の
こ
と
に
対
し
て
誠
実
に
意
識
を
向
け
て
い
な
い
こ
と
だ
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
、
普
を
行
い
悪
を
無
く
す
こ
と
を
「
知
る
」
こ
と
は
「
致
知
」
の
こ
と
で
あ
り
、
心
が
現
れ
た
時
に
誠
実
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
「
誠
意
」
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
一
文
は
「
致
知
」
が
で
き
て
も
「
誠
意
」
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
状
態
を
想
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。
朱
子
は
、
「
致
知
」
と
「
誠
意
」
の
聞
を
区
別
し
、
段
階
を
設
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
黄
宗
義
の
理
解
し
た
劉
宗
周
の
「
意
」
は
、
心
に
保
た
れ
て
い
る
普
そ
の
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
実
践
は
誠
意
に
根
ざ
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
朱
子
の
説
に
対
し
劉
宗
周
は
、
次
山
田
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
川
も
し
意
を
心
の
現
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
、
何
を
保
た
れ
て
い
配
る
も
の
と
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
も
し
心
を
保
た
れ
て
い
る
も
の
蜘
と
し
、
意
を
現
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
、
(
『
大
学
』
で
は
「
欲
宮
山黄
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
)
現
れ
た
も
の
が
保
た
れ
て
い
る
も
の
の
先
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ど
う
し
て
『
大
学
』
の
「
知
本
」
の
趣
旨
だ
ろ
う
か
。
(
如
意
為
心
之
所
発
、
71 
将
執
為
所
存
者
乎
。
如
心
為
所
存
、
意
為
所
発
、
是
所
発
先
子
所
存
、
山
中
豆
大
学
知
本
之
旨
乎
。
)
(
「
行
状
」
巻
下
)
劉
宗
周
に
と
っ
て
は
、
心
の
中
に
は
常
に
普
性
が
実
現
可
能
な
状
態
で
保
た
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
意
を
現
れ
た
も
の
と
し
た
場
合
、
保
た
れ
て
い
る
も
の
を
説
明
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
で
、
劉
宗
周
は
朱
子
の
説
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
普
で
あ
る
意
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
場
面
に
お
い
て
普
を
実
現
で
き
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
朱
子
の
よ
う
に
「
致
知
」
と
「
誠
意
」
の
聞
に
段
階
は
想
定
し
な
崎
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
黄
宗
義
は
康
照
五
年
頃
ま
で
に
劉
宗
周
の
教
え
を
受
容
し
て
い
た
。
そ
の
教
え
と
は
、
「
意
」
に
根
ざ
す
こ
と
で
、
す
べ
て
の
場
面
に
お
い
て
実
践
が
可
能
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
、
実
践
の
根
幹
で
あ
る
「
意
」
は
、
自
身
の
心
の
中
に
保
た
れ
て
い
る
普
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
意
」
の
解
釈
は
、
朱
子
の
解
釈
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
二
、
学
術
界
に
対
す
る
不
満
と
学
問
観
の
形
成
康
照
七
年
(
一
六
六
八
)
、
劉
門
の
偉
日
初
が
劉
灼
を
弔
う
た
め
に
漸
江
に
や
っ
て
き
た
。
賞
宗
義
は
彼
と
交
流
し
、
彼
の
文
集
に
序
文
を
寄
せ
た
。
こ
の
「
俸
仲
昇
文
集
序
」
(
以
下
「
悔
文
集
序
」
)
を
通
し
て
、
昔
一
宗
義
の
学
術
界
に
対
す
る
批
判
と
、
黄
宗
義
の
理
想
と
2
す
る
学
問
の
あ
り
方
を
考
え
た
い
。
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(
1
)
黄
宗
義
の
学
問
観
ま
ず
、
黄
宗
義
は
当
時
の
学
術
界
の
風
潮
を
批
判
す
る
。
科
挙
が
盛
ん
に
な
っ
て
聖
学
は
亡
び
て
し
ま
っ
た
。
科
挙
を
受
け
る
士
人
も
、
や
は
り
そ
の
学
問
が
聖
学
で
な
い
の
を
知
っ
て
い
る
が
、
た
だ
仕
官
の
手
段
と
し
て
こ
の
学
問
に
身
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
世
の
愚
か
者
は
、
そ
の
既
成
の
学
説
に
執
着
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
今
の
学
術
を
判
断
し
、
一
語
で
も
こ
れ
と
合
致
し
な
い
も
の
が
有
れ
ば
、
驚
博
し
て
見
て
、
「
こ
れ
は
経
を
離
れ
て
い
る
、
こ
れ
は
お
し
え
に
背
い
て
い
る
。
」
と
言
う
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
六
経
の
伝
註
、
歴
代
の
治
乱
、
人
物
の
善
し
悪
し
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
き
っ
た
通
説
の
無
い
も
の
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
決
ま
り
き
っ
た
通
説
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
浅
は
か
な
議
論
や
で
た
ら
め
な
言
葉
で
あ
り
、
決
し
て
そ
の
根
拠
を
深
く
追
求
し
て
自
分
の
心
に
証
を
求
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
書
物
は
数
巻
で
読
み
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
学
問
は
朝
の
う
ち
に
語
り
終
え
て
し
ま
う
。
(
挙
業
盛
而
聖
学
亡
。
挙
業
之
士
、
亦
知
其
非
聖
学
也
、
第
以
仕
宣
之
途
寄
跡
駕
爾
。
而
世
之
庸
妄
者
、
遂
執
其
成
説
、
以
裁
量
古
今
之
学
術
、
有
一
語
不
与
之
相
合
者
、
博
胎
而
祝
日
、
「
此
離
経
也
、
此
背
訓
也
。
」
於
是
六
経
之
伝
註
、
歴
代
之
治
乱
、
人
物
之
減
否
、
莫
不
各
有
一
定
之
説
。
此
一
定
之
説
者
、
皆
膚
論
瞥
言
、
未
嘗
深
求
其
故
、
取
証
於
心
、
其
書
数
巻
可
尽
也
、
其
学
終
朝
可
畢
也
。
)
(
「
偉
文
集
序
」
『
南
雷
文
案
』
巻
て
『
黄
宗
義
全
集
』
第
十
冊
)
科
挙
を
受
け
る
人
間
は
、
科
挙
の
学
が
聖
学
で
は
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
仕
官
の
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
庸
妄
者
」
は
科
挙
の
た
め
の
学
説
を
基
準
と
し
て
、
合
致
し
な
い
も
の
を
「
隊
経
」
「
背
訓
」
と
批
判
す
る
。
こ
の
風
潮
を
黄
宗
義
は
問
題
視
し
て
A
n
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い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
科
挙
の
た
め
の
学
説
は
「
成
説
」
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
各
分
野
の
定
説
は
「
ニ
疋
之
説
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
一
定
之
説
」
は
「
深
求
其
故
」
「
取
証
於
心
」
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
「
探
求
其
故
」
「
取
託
於
心
」
と
い
う
学
問
の
あ
り
方
を
黄
宗
義
は
求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
問
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
「
悔
文
集
序
」
の
続
き
の
部
分
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
彼
ら
が
か
こ
つ
け
て
い
る
の
は
朱
子
で
あ
る
。
ど
う
し
て
朱
子
の
著
書
を
一
冊
一
冊
読
ま
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
朱
子
の
教
え
は
、
人
が
深
く
考
え
て
自
ら
会
得
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
(
朱
子
は
)
「
も
し
き
ち
ん
と
書
物
を
読
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
中
で
か
え
っ
て
考
え
は
か
る
こ
と
が
あ
る
。
」
と
言
い
、
ま
た
、
「
そ
も
そ
も
学
問
と
は
文
字
を
見
て
繰
り
返
し
ぶ
つ
か
り
、
突
き
至
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
一
吉
う
。
ま
た
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
考
え
は
か
る
こ
と
と
は
何
で
あ
り
、
突
き
至
る
こ
と
と
は
何
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
と
、
要
は
浅
は
か
な
議
論
や
で
た
ら
め
な
言
葉
で
突
き
止
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
わ
か
る
。
数
百
年
来
、
儒
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
そ
の
世
に
顕
し
て
き
た
。
だ
が
、
ど
う
し
て
朱
子
に
か
こ
つ
け
る
者
は
、
(
彼
ら
が
)
朱
子
の
考
え
は
か
り
突
き
至
る
こ
と
か
ら
会
得
し
た
者
を
取
り
あ
げ
て
、
ま
と
め
て
異
学
と
指
弾
し
て
否
定
す
る
の
か
。
(
難
然
、
其
所
仮
托
者
朱
子
也
。
童
将
朱
子
之
書
一
一
読
之
乎
。
夫
朱
子
之
教
、
欲
人
深
思
而
自
得
之
也
。
故
日
、
「
若
能
読
書
、
就
中
却
有
商
量
。
」
又
目
、
「
且
教
学
者
看
文
字
撞
来
撞
去
、
将
来
自
有
撞
着
処
。
」
亦
息
其
所
謂
商
量
者
何
物
也
、
後
着
者
何
物
也
、
要
知
非
膚
論
瞥
雪
国
可
以
当
之
失
。
数
百
年
来
、
儒
者
各
以
所
長
、
暴
於
当
世
。
奈
何
仮
托
朱
子
者
、
清
取
其
得
朱
子
之
商
量
撞
着
者
、
概
指
之
為
異
学
而
抹
搬
之
乎
。
)
川
(
「
俸
文
集
ム
序
」
)
国
恥
賞
宗
義
は
、
「
庸
妄
者
」
が
朱
子
の
説
に
か
こ
つ
け
て
い
な
が
ら
、
和
朱
子
の
著
書
を
一
冊
一
冊
読
ん
で
は
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
一
蹄
方
、
そ
も
そ
も
朱
子
の
教
え
は
「
深
恩
」
「
自
得
」
を
求
め
て
い
た
3
と
指
摘
す
る
。
「
深
思
」
「
自
得
」
は
先
に
紹
介
し
た
「
深
求
其
故
」
「
取
7
証
於
心
」
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
朱
子
の
言
葉
は
、
何
度
も
読
書
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
主
旨
を
真
に
理
解
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
黄
宗
裁
は
朱
子
の
教
え
の
中
で
、
「
深
思
」
「
自
得
」
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
例
と
し
て
読
書
の
実
践
を
通
し
て
真
に
理
解
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
黄
宗
義
は
同
時
代
の
学
問
に
対
す
る
問
題
意
識
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
過
去
数
百
年
の
学
者
に
目
を
向
け
て
い
る
。
「
悔
文
集
序
」
の
別
の
部
分
に
は
「
天
移
地
転
」
と
い
う
語
も
使
わ
れ
て
お
り
、
黄
宗
裁
は
時
代
が
変
わ
っ
た
と
い
う
意
識
を
明
確
に
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
彼
は
清
朝
下
で
時
代
の
転
換
を
痛
感
し
、
さ
ら
に
学
問
を
め
ぐ
る
問
題
に
直
面
し
た
こ
と
で
、
「
数
百
年
来
」
を
過
去
と
し
て
意
識
し
、
そ
こ
で
生
き
て
い
た
学
者
に
目
を
向
け
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
識
は
、
康
照
六
年
頃
に
「
理
学
録
』
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
く
、
さ
ら
に
後
の
『
宋
元
学
案
』
『
明
儒
学
案
』
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
「
憧
文
集
序
」
の
後
半
部
分
で
は
、
そ
の
前
半
部
分
で
書
か
れ
て
い
た
内
容
が
、
賞
宗
義
の
状
況
に
即
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
明
清
交
替
の
後
、
黄
宗
裁
は
読
書
に
よ
っ
て
劉
宗
周
の
学
聞
を
理
解
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
同
門
の
友
人
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
《
uvた。
に
わ
か
に
一
一
吉
を
発
す
れ
ば
、
「
経
を
離
れ
お
し
え
に
背
い
て
い
る
」
と
い
う
殺
り
が
、
獣
が
騒
然
と
入
り
乱
れ
る
よ
う
に
起
74 
こ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
私
の
心
が
正
し
い
と
す
る
こ
と
は
、
朱
子
に
証
を
取
っ
て
も
合
致
し
、
数
百
年
来
の
儒
者
に
証
を
取
っ
て
も
や
は
り
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
あ
あ
、
た
だ
こ
の
世
の
愚
か
な
者
に
合
致
し
な
い
だ
け
だ
。
(
突
如
而
発
二
言
、
離
経
背
訓
之
談
、
蹄
尾
紛
然
。
然
E
ロ
心
之
所
是
、
証
之
朱
子
而
合
也
、
証
之
数
百
年
来
之
儒
者
而
亦
合
也
。
嵯
乎
、
但
不
合
子
此
世
之
庸
妄
者
耳
。
)
(
「
怪
文
集
序
」
)
こ
こ
に
登
場
す
る
「
離
経
背
訓
」
と
い
う
表
現
は
、
序
文
前
半
の
「
庸
妄
者
」
の
言
葉
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
黄
宗
義
が
「
庸
妄
者
」
を
批
判
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
「
府
妄
者
」
が
朱
子
の
注
釈
に
よ
り
か
か
っ
て
、
賞
宗
義
の
受
容
し
た
劉
宗
周
の
学
問
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
様
の
問
題
は
、
黄
宗
裁
が
同
時
期
に
行
っ
た
講
学
活
動
に
お
い
て
も
起
き
て
い
た
。
第
一
節
で
黄
宗
義
に
よ
る
会
稽
の
証
人
書
院
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
が
、
実
際
に
は
会
稽
の
書
院
に
集
ま
っ
た
人
々
は
劉
宗
周
の
遺
著
を
学
ぶ
こ
と
を
喜
ば
ず
、
訓
詰
や
科
挙
の
学
《お
V
か
ら
出
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
も
、
黄
宗
裁
の
受
容
し
た
劉
宗
周
の
学
問
は
当
時
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
一
般
に
は
訓
詰
や
科
挙
の
学
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
悔
文
集
序
」
で
賞
宗
義
は
、
朱
子
に
か
こ
つ
け
て
異
な
る
学
聞
を
批
判
す
る
同
時
代
の
風
潮
を
批
判
し
、
正
し
い
朱
子
の
教
え
と
し
て
「
深
息
」
「
自
得
」
を
提
唱
し
た
。
同
時
代
の
そ
の
よ
う
な
風
潮
は
、
黄
宗
義
の
受
容
し
た
劉
宗
周
の
学
問
を
も
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
朱
子
に
か
こ
つ
け
る
庸
妄
者
の
存
在
と
、
対
す
る
「
深
思
」
「
自
得
」
に
よ
る
批
判
は
、
こ
の
頃
の
黄
宗
裁
の
問
題
関
心
の
中
で
大
き
な
重
み
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
賛
宗
義
に
と
っ
て
「
深
思
」
「
自
得
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
(
2
)
黄
宗
義
の
「
深
造
(
深
思
)
」
「
自
得
」
理
解
「
慌
文
集
序
」
の
「
深
思
」
「
自
得
」
は
、
『
孟
子
」
の
「
深
造
」
「
自
Amν 
得
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
「
深
造
」
「
自
得
」
に
対
す
る
黄
宗
義
『
孟
子
師
説
』
の
解
釈
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
、
「
悔
文
集
序
」
で
「
深
恩
」
「
自
得
」
を
求
め
て
い
た
と
さ
れ
た
朱
子
の
解
釈
と
比
較
し
、
黄
宗
義
の
理
解
の
特
徴
を
考
え
た
い
。
康
照
七
年
頃
、
黄
宗
義
は
劉
宗
周
の
遺
著
を
読
み
、
師
の
意
志
を
《
nv
く
み
取
っ
て
『
孟
子
師
説
』
を
編
纂
し
た
。
『
孟
子
師
説
』
は
、
賛
宗
裁
の
受
容
し
た
劉
宗
周
の
学
問
に
基
づ
く
『
孟
子
』
理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
朱
子
の
語
釈
に
よ
れ
ば
、
「
深
造
」
は
道
に
の
っ
と
っ
て
修
養
し
て
止
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
(
「
深
造
之
者
、
進
而
不
己
之
意
。
道
則
其
進
為
之
方
也
」
、
『
孟
子
集
注
」
巻
八
)
。
「
自
得
」
と
は
お
の
ず
と
道
を
自
身
の
中
に
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
「
自
然
而
得
之
於
己
也
」
、
『
孟
子
集
注
」
巻
人
)
O
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
朱
子
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
①
こ
れ
は
、
君
子
が
深
く
い
た
る
こ
と
に
務
め
る
の
に
必
ず
そ
の
道
に
よ
る
の
は
、
そ
の
捧
げ
し
た
が
う
も
の
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
黙
っ
た
ま
ま
心
中
に
理
解
し
、
自
然
と
こ
れ
を
自
分
自
身
の
内
に
会
得
す
る
の
を
待
つ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
(
言
君
子
務
於
深
造
而
必
以
其
道
者
、
欲
其
有
所
持
循
、
以
倹
夫
歎
識
心
通
、
自
然
而
得
之
於
己
也
。
)
」
(
『
孟
子
集
注
』
巻
八
)
②
思
う
に
道
と
は
道
に
至
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
進
ん
で
や
ま
な
い
こ
と
が
、
つ
ま
り
は
「
深
く
道
に
至
る
」
こ
と
で
あ
る
0
・
「
博
学
」
「
審
問
」
「
慎
思
」
「
明
排
」
「
力
行
」
と
い
っ
た
手
続
き
は
、
道
に
至
る
方
法
で
あ
る
。
(
蓋
道
是
造
道
之
方
法
。
循
此
進
進
不
己
、
使
是
深
造
之
。
・
・
如
「
博
学
」
「
審
問
」
「
慎
思
」
「
明
排
」
「
力
行
」
之
次
序
、
即
是
造
道
之
方
均
法
。
)
(
『
朱
子
語
類
』
巻
五
十
七
、
孟
子
七
・
離
宴
下
)
川
①
で
は
、
「
道
」
に
の
っ
と
っ
て
「
深
造
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
君
庇
子
」
は
言
葉
に
出
さ
ず
に
心
中
に
理
解
し
、
自
分
自
身
の
内
に
「
得
」
蜘
る
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
②
で
は
、
「
以
道
」
と
は
道
に
至
る
跡
方
法
で
あ
る
と
し
て
、
特
に
、
「
博
学
」
ら
の
具
体
的
な
実
践
の
方
法
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
5
 
7
こ
れ
に
対
し
て
、
黄
宗
義
は
『
孟
子
師
説
」
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
道
は
、
自
分
自
身
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
本
よ
り
現
在
に
具
わ
っ
て
お
り
、
修
養
に
借
り
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
深
く
い
た
る
の
で
な
け
れ
ば
、
光
を
わ
ず
か
に
見
て
、
そ
の
光
を
玩
ぶ
こ
と
に
な
る
か
ら
、
蜂
が
紙
の
窓
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
結
局
外
に
出
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
舜
が
問
う
の
を
好
み
、
再
が
よ
く
悩
み
、
孔
子
が
憤
り
を
発
し
、
冬
が
終
わ
っ
て
春
に
一
戻
一
る
よ
う
に
し
て
、
は
じ
め
て
そ
の
固
有
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
も
し
も
自
ら
会
得
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
日
々
の
実
践
の
中
で
、
理
屈
を
あ
れ
こ
れ
ひ
ね
り
回
し
、
個
別
の
物
事
を
あ
く
せ
く
と
処
理
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
(
道
者
、
吾
之
所
固
有
、
本
是
見
在
具
足
、
不
仮
修
為
。
然
非
深
造
、
略
窺
光
影
以
為
玩
弄
、
則
如
蜂
触
紙
窟
、
終
不
能
出
。
故
必
如
舜
之
好
問
、
扇
之
克
娘
、
孔
之
発
憤
、
胤
尽
春
回
、
始
能
得
其
固
有
。
荷
非
自
得
、
則
日
用
之
問
、
不
過
是
安
排
道
理
、
打
貼
世
情
。
)
(
『
孟
子
師
説
』
巻
四
、
『
黄
宗
義
全
集
』
第
一
冊
所
収
)
「
道
」
は
人
間
に
あ
っ
て
は
、
性
と
し
て
存
在
す
る
。
黄
宗
裁
は
、
道
が
自
分
自
身
に
お
い
て
善
な
る
性
と
し
て
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
後
天
的
な
行
い
に
依
拠
し
な
い
こ
と
を
明
言
す
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
も
「
深
造
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
光
影
」
は
性
の
こ
と
を
指
す
。
道
は
人
に
お
い
6
て
至
善
な
る
本
性
と
し
て
具
わ
っ
て
い
る
が
、
人
が
そ
の
本
性
を
深
7
く
追
究
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
本
性
に
慢
さ
す
こ
と
な
く
、
自
分
で
勝
手
に
善
で
あ
る
と
思
い
こ
ん
だ
こ
と
に
基
づ
い
て
振
る
舞
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
、
わ
ず
か
に
見
て
そ
の
「
光
影
」
を
玩
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
例
え
る
な
ら
嫁
が
や
み
く
も
に
「
光
影
」
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
こ
う
と
し
て
、
紙
の
窓
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
深
造
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
本
性
に
根
ざ
し
た
実
践
と
な
ら
ず
、
善
が
実
現
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
『
孟
子
師
説
』
は
「
自
得
」
を
し
な
い
こ
と
で
生
じ
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
「
自
得
」
し
な
け
れ
ば
、
日
々
の
実
践
は
固
有
の
善
性
に
根
ざ
し
た
も
の
で
は
な
く
な
り
、
場
当
た
り
的
に
理
屈
を
つ
け
て
按
配
し
、
個
別
の
物
事
の
処
理
に
汲
汲
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
孟
子
師
説
」
の
「
深
造
」
「
自
得
」
理
解
は
、
朱
子
の
解
釈
と
は
異
な
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
「
深
造
」
は
自
身
の
中
に
十
全
な
状
態
で
普
性
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
普
性
を
深
く
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
点
、
及
び
「
自
得
」
の
無
い
場
合
の
問
題
を
取
り
あ
げ
る
点
に
あ
る
。
『
孟
子
』
「
深
造
」
「
自
得
」
の
段
の
後
半
部
分
「
取
之
左
右
逢
其
源
」
に
つ
い
て
は
、
朱
子
は
「
日
々
実
践
す
る
中
で
、
ご
く
身
近
な
こ
と
に
お
け
る
実
践
を
取
り
あ
げ
て
も
、
ど
こ
で
も
そ
の
借
り
て
い
る
本
源
に
出
逢
わ
な
い
こ
と
は
な
い
の
だ
。
(
日
用
之
間
取
之
至
近
、
無
所
往
而
不
値
其
所
資
之
本
也
。
)
」
と
解
し
て
お
り
、
「
本
」
と
「
至
近
」
の
関
係
を
分
析
し
て
、
「
至
近
」
が
「
本
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
説
明
す
る
。
一
方
、
黄
宗
裁
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
左
右
其
の
源
に
逢
う
」
と
は
、
心
と
事
と
が
融
合
し
、
外
に
人
を
見
ず
、
内
に
己
を
見
ず
、
部
然
た
る
至
善
の
中
で
あ
り
、
万
物
が
太
極
と
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
(
「
左
右
逢
其
源
」
者
、
心
与
事
融
、
外
不
見
人
、
内
不
見
己
、
海
然
至
普
之
中
、
万
物
一
太
極
也
。
)
(
『
孟
子
師
説
』
巻
四
)
「
左
右
」
と
「
其
の
源
」
は
、
朱
子
に
お
い
て
「
至
近
」
と
「
本
」
だ
っ
た
が
、
黄
宗
一
義
に
お
い
て
は
「
事
」
と
「
心
」
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
黄
宗
義
は
、
「
左
右
其
の
源
に
逢
う
」
を
「
事
」
と
「
心
」
の
融
合
し
て
い
る
状
態
と
と
ら
え
る
。
そ
の
状
態
は
人
を
外
と
し
内
を
己
と
す
る
よ
う
な
、
内
外
を
区
別
す
る
意
識
を
超
越
し
て
い
る
、
つ
ま
り
は
人
と
己
が
一
体
と
な
っ
た
状
態
で
あ
る
。
「
深
造
」
「
自
得
」
の
実
践
に
つ
い
て
、
朱
子
が
そ
れ
を
本
源
に
基
づ
い
た
身
近
な
実
践
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
黄
宗
義
は
自
他
内
外
の
一
体
で
あ
る
状
態
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
違
い
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
の
は
、
本
源
が
事
物
と
分
か
れ
て
存
在
し
て
い
る
か
、
事
物
と
一
体
化
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
思
想
的
立
場
が
分
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
朱
子
は
、
周
敦
願
『
太
極
図
説
」
の
「
無
極
而
太
極
」
と
い
う
語
に
対
す
る
解
説
か
ら
わ
か
る
通
問
、
本
源
は
事
物
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
物
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
物
と
は
分
か
れ
た
絶
対
的
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
賛
宗
裁
は
、
前
掲
の
「
孟
子
師
説
」
の
中
で
「
万
物
は
太
極
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
」
と
も
表
現
し
て
お
り
、
本
源
と
万
物
が
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
一
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
実
践
の
内
容
の
捉
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
の
理
由
は
、
黄
宗
裁
の
『
孟
子
』
解
釈
が
師
説
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
黄
宗
裁
の
理
解
し
た
師
説
で
は
、
意
は
心
の
中
の
普
そ
の
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
実
践
は
意
に
根
ざ
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
「
孟
子
』
の
「
深
造
」
「
自
得
」
に
つ
い
て
は
、
道
は
人
間
の
性
と
し
て
現
在
に
備
わ
る
と
し
な
が
ら
、
心
の
普
そ
の
も
の
で
あ
る
意
を
十
全
に
発
揮
す
る
た
め
に
「
深
造
」
し
、
さ
ら
に
そ
の
固
有
の
本
性
の
「
自
得
」
に
基
づ
い
た
実
践
を
す
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
意
が
心
に
保
た
れ
な
が
ら
事
物
と
一
つ
で
あ
る
状
態
の
時
、
自
己
と
対
象
の
区
別
は
存
在
せ
ず
、
意
の
普
性
が
そ
の
ま
ま
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
黄
宗
裁
は
「
左
右
其
の
源
に
逢
う
」
を
自
他
内
外
の
一
体
の
観
点
か
腕
ら
説
明
し
た
と
い
え
る
。
日
「
行
状
」
に
も
、
劉
宗
周
の
教
え
を
ま
と
め
た
四
つ
の
命
題
の
一
忌
つ
と
し
て
、
「
太
極
は
万
物
を
あ
わ
せ
て
と
ら
え
た
概
念
で
あ
る
」
(
太
蜘
極
篤
万
物
之
総
名
)
と
い
う
一
段
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
道
-
理
と
蹄
い
っ
た
本
源
的
な
も
の
は
形
気
と
い
っ
た
物
質
的
な
も
の
に
よ
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
形
・
気
を
離
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
《鈎】
て
い
る
。
『
孟
子
師
説
』
に
見
え
る
「
万
物
は
太
極
と
一
つ
に
な
っ
77 
て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
、
黄
宗
義
の
師
説
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
屈
伸
文
集
序
」
で
は
朱
子
の
教
え
と
し
て
「
深
息
」
「
自
得
」
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
黄
宗
義
に
と
っ
て
の
「
深
造
」
「
自
得
」
は
彼
の
受
容
し
た
師
説
に
基
づ
く
独
自
の
内
容
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
、
学
問
の
多
様
な
あ
り
方
へ
の
関
心
(
1
)
慣
日
初
と
の
論
争
黄
宗
義
が
康
回
…
七
年
頃
「
庸
妄
者
」
を
批
判
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
朱
子
の
学
説
を
基
準
と
し
て
劉
宗
周
の
学
聞
が
批
判
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
黄
宗
裁
は
「
庸
妄
者
」
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
「
深
恩
」
「
自
得
」
を
提
唱
し
て
い
た
。
こ
の
「
自
得
」
と
い
う
表
現
は
、
別
の
場
面
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
康
照
十
五
年
、
陳
確
に
対
し
て
「
ど
れ
も
そ
の
自
得
の
言
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
よ
り
か
か
る
こ
と
な
く
、
決
し
て
振
り
返
る
こ
と
な
く
、
理
学
に
お
け
る
別
伝
と
一
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
(
皆
発
其
自
得
之
言
、
絶
無
傍
傍
、
絶
加
盟
帥
咽
顧
、
可
謂
理
学
中
之
別
伝
失
。
)
」
(
「
与
陳
乾
初
論
学
書
」
)
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
劉
門
の
内
部
で
師
説
に
対
す
る
理
解
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
8
至
っ
て
黄
宗
義
は
陳
確
に
対
し
て
論
戦
を
挑
み
は
す
る
も
の
の
、
不
7
一
致
そ
れ
自
体
を
責
め
て
は
い
な
い
。
康
照
十
五
年
頃
ま
で
に
、
賛
宗
義
は
「
自
得
」
と
い
う
あ
り
方
に
一
定
の
重
み
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
劉
門
の
師
説
理
解
の
幅
に
つ
い
て
は
、
「
自
得
」
と
し
て
評
価
す
る
側
面
も
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
同
じ
く
劉
門
で
あ
る
惚
日
初
の
こ
と
も
、
黄
宗
義
は
「
自
分
自
身
に
会
得
す
る
こ
と
を
務
め
と
し
、
他
の
人
に
合
致
す
る
こ
と
を
求
め
な
い
」
(
務
得
子
己
、
不
求
合
於
人
)
」
(
「
悔
文
集
序
」
)
と
-
評
価
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
康
照
八
年
か
ら
十
三
年
頃
に
か
け
て
、
黄
宗
義
は
俸
日
初
の
『
劉
子
節
要
」
に
序
文
を
書
く
こ
と
を
再
=
一
拒
否
し
、
後
に
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
何
度
も
回
想
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
黄
宗
義
が
悌
日
初
に
反
発
し
た
理
由
と
、
こ
の
出
来
事
に
対
す
る
黄
宗
裁
の
考
え
方
の
変
化
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
見
て
き
た
「
庸
妄
者
」
に
対
す
る
批
判
と
劉
門
に
対
す
る
認
識
が
、
次
の
段
階
へ
と
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
を
考
え
た
い
。
R
初
》
康
照
十
三
年
頃
、
黄
宗
裁
は
悔
日
初
か
ら
の
序
文
執
筆
依
頼
を
断
っ
た
。
そ
の
書
簡
が
次
の
文
章
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
亡
き
師
の
宗
旨
は
慎
独
に
あ
り
、
そ
の
慎
独
の
実
践
は
、
全
て
「
意
は
心
の
主
宰
で
あ
る
」
と
い
う
一
語
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
亡
き
師
が
生
涯
か
け
て
悩
み
苦
し
ん
で
自
ら
実
践
し
て
得
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
周
敦
願
の
言
、
っ
「
人
極
」
(
『
太
極
図
説
』
)
で
あ
り
、
そ
れ
は
程
願
の
言
、
っ
「
主
宰
で
あ
る
こ
と
を
帝
と
い
う
」
(
『
易
伝
』
巻
一
)
で
あ
り
、
過
去
の
儒
者
と
ぴ
っ
た
り
合
う
点
は
こ
の
言
葉
に
あ
り
ま
す
。
意
は
心
の
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
注
釈
が
経
書
を
習
う
学
生
の
口
耳
に
な
ず
ん
で
以
来
、
そ
の
過
去
の
儒
者
と
対
立
す
る
点
も
や
は
り
こ
の
一
言
葉
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
者
の
疑
い
を
引
き
起
こ
す
点
も
や
は
り
こ
の
言
葉
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
(
夫
先
師
宗
旨
在
於
慎
独
、
其
慎
独
之
功
、
全
在
「
意
為
心
之
主
宰
」
一
語
。
此
先
師
一
生
辛
苦
体
験
而
得
之
者
。
即
糠
渓
之
所
謂
「
人
極
」
、
即
伊
川
所
言
「
主
宰
謂
之
帝
」
、
其
与
先
儒
印
合
者
在
此
。
自
意
者
心
之
所
発
之
註
、
湖
軌
一
於
経
生
之
口
耳
、
其
与
先
儒
紙
梧
者
亦
在
此
、
因
起
学
者
之
疑
亦
在
此
。
)
(
「
答
悔
仲
昇
論
子
劉
子
節
要
書
」
、
以
下
「
答
惰
仲
昇
書
」
と
称
す
。
『
南
雷
文
定
五
集
」
巻
一
、
「
賞
宗
義
全
集
』
第
十
冊
)
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
劉
宗
周
の
「
意
は
心
の
主
宰
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
劉
宗
周
の
実
践
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
周
敦
願
・
程
願
ら
の
主
張
と
も
一
致
す
る
。
し
か
し
、
朱
子
の
「
意
者
心
之
所
発
」
と
い
う
注
釈
が
広
ま
っ
て
以
来
、
こ
の
言
葉
が
過
去
の
儒
者
と
阻
断
を
き
た
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
学
者
が
疑
い
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
黄
宗
義
は
考
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
朱
子
の
解
釈
を
基
準
と
し
て
、
劉
宗
周
の
学
聞
を
疑
う
見
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
黄
宗
裁
は
、
俸
日
初
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
あ
な
た
の
心
を
考
え
ま
す
に
、
す
べ
て
『
論
語
』
の
「
意
母
か
れ
」
の
二
百
に
妨
げ
ら
れ
、
意
に
従
事
す
る
こ
と
は
結
局
宗
旨
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
そ
の
た
め
に
先
師
が
意
を
言
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
一
概
に
削
っ
て
師
の
学
問
を
救
お
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
う
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
(
原
老
兄
之
心
、
総
擬
於
論
語
「
母
意
」
之
一
一
言
、
以
従
事
於
意
、
終
不
可
以
為
宗
旨
、
故
於
先
師
之
言
意
者
、
一
概
節
去
以
救
之
。
弟
則
以
為
不
然
。
)
(
「
答
悔
仲
昇
書
」
)
黄
宗
裁
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
俸
日
初
は
「
意
」
を
宗
旨
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
、
「
意
」
に
関
す
る
発
言
を
削
っ
て
師
の
学
聞
を
批
判
か
ら
守
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
黄
宗
義
は
異
議
を
と
な
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
黄
宗
義
が
俸
日
初
『
劉
子
節
要
』
の
序
文
の
執
筆
を
拒
否
し
た
最
大
の
理
由
は
、
悔
日
初
が
劉
宗
周
の
「
意
」
に
関
す
る
発
言
を
削
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
嶋
の
背
景
に
は
、
劉
宗
周
の
「
意
」
解
釈
が
朱
子
の
注
釈
と
蹴
断
す
る
ぺ
と
さ
れ
て
い
た
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。
庇
序
文
の
執
筆
を
拒
否
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
黄
宗
義
は
『
明
儒
学
蜘
案
』
「
蔵
山
学
案
」
で
も
触
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
「
亡
き
師
の
慎
独
堂小貨
は
、
性
の
本
体
が
は
っ
き
り
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
『
懐
』
は
何
を
9
慎
む
と
い
う
の
か
」
(
先
師
之
慎
独
、
非
性
体
分
明
、
慎
是
慎
個
何
物
。
)
7
(
「
蔵
山
学
案
」
序
、
『
明
儒
学
案
』
巻
六
十
一
一
)
と
指
摘
す
る
。
「
慎
独
」
は
「
独
」
な
る
主
体
を
慎
む
実
践
で
あ
り
、
慎
む
べ
き
主
体
の
人
間
と
し
て
の
本
質
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
慎
独
の
実
践
を
可
能
に
す
る
人
間
と
し
て
の
本
質
と
は
、
「
答
悔
仲
昇
書
」
に
よ
れ
ば
、
心
の
主
宰
と
し
て
の
意
で
あ
る
。
黄
宗
義
に
お
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
悔
日
初
批
判
は
『
明
儒
学
案
』
に
ま
で
引
き
つ
が
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
康
照
一
二
十
三
年
執
筆
の
「
明
儒
学
案
序
」
で
も
、
黄
宗
義
は
こ
の
出
来
事
を
回
想
す
る
。
怪
日
初
は
黄
宗
裁
に
対
し
て
、
互
い
の
師
説
理
解
を
一
致
さ
せ
る
た
め
に
、
劉
宗
周
の
「
意
」
に
関
す
る
発
言
に
つ
い
て
妥
協
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
し
か
し
、
黄
宗
裁
に
と
っ
て
は
、
劉
宗
屈
の
宗
旨
が
「
意
」
に
あ
る
こ
と
は
決
し
て
妥
協
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
悔
日
初
を
次
の
よ
う
に
評
す
る。
こ
れ
は
仲
昇
(
俸
日
初
)
も
、
径
路
が
異
な
り
思
慮
が
あ
ま
た
に
あ
る
学
問
に
お
い
て
、
や
は
り
ま
だ
既
成
の
見
解
を
解
消
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
余
人
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。
(
是
則
仲
昇
於
殊
途
百
慮
之
学
、
尚
有
成
局
之
未
化
也
、
況
於
他
人
乎
。
)
(
「
明
儒
学
案
序
」
原
序
、
「
南
雷
文
定
四
集
』
巻
て
『
黄
宗
義
全
集
』
第
十
冊
)
「
成
局
」
と
同
様
の
表
現
は
「
俸
文
集
序
」
で
「
成
説
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
同
門
の
俸
日
初
で
さ
え
既
成
の
学
説
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
他
の
人
々
は
尚
更
、
既
成
の
学
説
に
。
よ
り
す
が
っ
て
し
ま
う
と
賛
宗
義
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
「
悔
文
集
日
序
」
で
は
そ
の
よ
う
な
「
麿
妄
者
」
に
対
し
て
、
朱
子
の
教
え
は
「
深
思
」
「
自
得
」
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
黄
宗
義
に
と
っ
て
の
「
深
思
」
「
自
得
」
は
、
黄
宗
裁
の
受
容
し
た
劉
宗
周
思
想
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
同
門
で
あ
る
憧
日
初
は
、
師
の
学
聞
を
批
判
か
ら
守
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
既
成
の
学
説
に
膝
を
屈
し
た
の
で
あ
る
。
黄
宗
義
の
受
け
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ、っ。こ
こ
で
呈
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
殊
途
百
慮
之
学
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
「
殊
途
」
「
百
慮
」
と
い
う
諸
に
は
、
当
然
、
本
源
を
一
っ
と
す
る
こ
と
が
念
頭
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
明
儒
学
案
序
」
の
こ
の
部
分
は
、
障
日
初
が
師
説
理
解
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
、
黄
宗
義
が
そ
れ
を
問
題
視
し
て
い
る
文
脈
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
学
聞
が
「
殊
途
百
慮
」
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
一
致
し
な
い
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。
黄
宗
裁
は
既
成
の
学
説
に
固
執
す
る
「
庸
妄
者
」
に
対
し
て
、
自
身
の
師
説
理
解
に
基
づ
い
た
「
深
思
」
「
自
得
」
を
唱
え
て
い
た
。
そ
の
主
張
が
さ
ら
に
、
真
の
学
問
と
は
多
様
に
異
な
る
あ
り
方
で
存
在
し
う
る
と
い
う
考
え
方
に
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
2
)
「
明
儒
学
案
発
凡
」
に
見
え
る
学
問
観
黄
宗
義
は
師
説
の
理
解
を
出
発
点
と
し
、
当
時
の
学
術
界
に
対
す
る
反
発
や
同
門
の
学
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
学
問
の
多
様
な
あ
り
方
に
対
す
る
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
『
明
儒
学
案
』
の
編
纂
動
機
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
『
明
儒
学
案
』
編
纂
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
ほ
か
に
も
多
く
の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
本
論
で
対
象
と
し
て
き
た
康
煎
初
期
の
学
問
活
動
と
学
問
観
が
、
「
明
儒
学
案
』
の
一
要
素
と
な
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
『
明
儒
学
案
』
【
uv
「
発
凡
」
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
「
発
凡
」
は
『
明
儒
学
案
』
の
読
者
の
た
め
に
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
『
明
儒
学
案
」
の
内
容
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
、
『
明
儒
学
案
』
を
ど
の
よ
う
な
目
的
で
編
纂
し
た
か
、
「
明
儒
学
案
」
の
読
者
に
何
を
求
め
て
い
る
か
が
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
学
問
に
お
け
る
実
践
の
重
要
性
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
学
問
の
道
は
、
各
人
が
自
ら
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
を
真
と
す
る
。
お
よ
そ
門
戸
に
よ
り
か
か
り
、
人
の
ま
ね
を
し
て
ひ
き
ご
を
描
く
こ
と
は
、
世
俗
的
な
士
人
で
な
け
れ
ば
、
経
書
を
学
ぶ
学
生
の
や
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
編
が
書
き
つ
ら
ね
た
こ
と
に
は
、
偏
っ
た
見
解
が
あ
り
、
相
反
す
る
議
論
が
あ
る
。
学
ぶ
者
は
そ
の
同
じ
で
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
ま
さ
に
着
目
し
理
解
す
る
の
が
よ
い
。
い
わ
ゆ
る
「
本
源
を
一
つ
と
し
て
無
数
に
異
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
水
を
水
に
加
え
て
(
同
じ
も
の
を
加
え
て
)
い
る
よ
う
で
は
、
ど
う
し
て
学
問
た
り
え
る
だ
ろ
う
か
。
(
学
問
之
道
、
以
各
人
自
用
得
著
者
為
真
。
九
傍
門
傍
戸
、
依
様
萌
旋
者
、
非
流
俗
之
士
、
則
経
生
之
業
也
。
此
編
所
列
、
有
一
偏
之
見
、
有
相
反
之
論
、
学
者
於
其
不
同
処
、
正
{
圭
骨
眼
理
会
。
所
鵠
一
本
市
万
殊
也
。
以
水
済
水
、
量
是
学
問
。
)
(
「
発
凡
」
、
「
黄
宗
義
全
集
』
第
七
冊
)
こ
こ
で
は
、
各
人
が
自
分
自
身
で
実
践
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
権
威
あ
る
学
派
に
寄
り
か
か
り
、
そ
の
学
説
を
真
似
る
と
い
う
あ
り
方
を
批
判
す
る
。
こ
れ
は
、
康
照
七
年
の
「
慣
文
集
序
」
に
お
け
る
、
既
成
の
学
説
に
寄
り
す
が
っ
て
い
る
「
庸
妄
者
」
に
対
す
る
批
判
を
踏
ま
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
各
々
の
実
践
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
「
有
一
偏
之
見
、
有
相
反
之
論
」
と
い
っ
た
学
問
の
違
い
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
「
発
凡
」
で
は
「
学
者
」
が
学
問
の
違
い
を
自
ら
観
察
し
、
理
解
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
段
落
は
、
読
者
の
実
践
に
注
目
し
て
文
章
を
展
開
し
出
て
い
る
。
朱
子
の
門
人
に
対
す
る
援
し
方
を
例
に
挙
げ
て
、
「
古
人
べ
が
学
問
に
お
い
て
、
軽
々
し
く
伝
授
し
な
い
こ
と
は
こ
の
よ
う
で
庇
あ
っ
た
。
思
う
に
学
ぶ
者
が
こ
れ
を
自
ら
理
解
す
る
こ
と
を
求
め
た
蜘
の
で
あ
る
」
(
古
人
之
於
学
者
、
其
不
軽
授
如
此
、
議
欲
其
自
得
之
也
。
)
卓
山賞
(
「
発
凡
」
)
と
指
摘
す
る
。
品
由
(
宗
裁
は
「
悔
文
集
序
」
で
、
朱
子
の
教
え
が
「
深
思
」
「
自
得
」
を
重
視
し
て
い
た
と
し
て
「
庸
妄
者
」
8
を
批
判
し
て
い
た
。
「
発
凡
」
で
は
「
庸
妄
者
」
は
登
場
し
な
い
も
の
の
、
朱
子
の
学
問
に
対
し
て
は
「
自
得
」
を
重
視
す
る
理
想
的
な
学
問
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
段
の
終
わ
り
で
は
、
『
明
儒
学
案
』
の
読
者
が
自
身
の
現
実
に
即
し
た
努
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
黄
宗
義
自
身
が
天
下
後
世
に
罪
を
得
る
と
述
べ
て
い
話
。
こ
こ
で
黄
宗
義
が
考
え
る
朱
子
の
「
自
得
」
及
び
『
明
儒
学
案
』
の
読
者
に
求
め
て
い
る
実
践
も
、
「
悔
文
集
序
」
と
同
様
に
黄
宗
裁
の
受
容
し
た
劉
宗
周
の
学
問
に
基
づ
く
実
践
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
、q
J
O
こ
の
よ
う
に
、
「
発
凡
」
に
見
ら
れ
る
考
え
方
は
、
康
照
年
代
初
め
の
黄
宗
義
の
学
問
観
の
延
長
に
あ
り
、
黄
宗
裁
は
み
、
す
か
ら
の
師
説
理
解
に
基
づ
い
て
実
践
を
継
続
的
に
充
実
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
黄
宗
裁
は
劉
宗
周
門
下
の
分
裂
状
況
と
後
学
と
し
て
の
責
任
感
の
下
で
、
劉
宗
周
の
教
え
を
受
容
し
た
。
そ
の
教
え
に
お
い
て
、
「
意
」
は
心
の
中
に
保
た
れ
て
い
る
善
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
意
」
に
根
ざ
す
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
実
践
が
可
能
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。
黄
宗
義
の
学
問
活
動
は
状
況
の
様
々
な
変
化
に
応
じ
て
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
一
貫
し
て
黄
宗
裁
の
受
容
し
た
劉
宗
周
思
想
を
実
践
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
実
践
の
中
で
、
彼
は
既
成
の
学
説
に
よ
り
か
か
る
2
態
度
を
批
判
し
、
劉
宗
周
の
教
え
に
基
づ
い
た
「
深
思
」
「
自
得
」
8
 
を
重
視
す
る
と
い
う
学
問
観
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
学
問
観
が
学
問
の
多
様
な
あ
り
方
に
対
す
る
関
心
へ
と
展
開
し
、
『
明
儒
学
案
』
「
発
凡
」
の
学
問
観
を
構
成
す
る
一
要
素
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
黄
宗
裁
の
学
問
観
は
、
同
時
期
の
他
の
活
動
に
も
表
れ
て
い
る
。
彼
は
本
論
中
で
触
れ
た
康
照
六
l
七
年
の
証
人
書
院
の
活
動
や
、
康
照
十
五
年
の
海
寧
で
の
講
学
活
動
で
も
「
場
屋
之
論
」
に
よ
る
批
判
を
受
け
た
た
め
に
、
学
問
に
お
け
る
各
人
の
実
践
を
説
(
M
V
 
い
て
い
る
。
さ
ら
に
康
照
十
四
年
の
「
明
文
案
序
」
で
は
、
三
百
年
来
の
優
れ
た
文
章
が
埋
没
し
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
、
「
も
し
も
そ
の
付
和
雷
同
を
取
り
除
け
ば
、
こ
の
上
な
い
情
だ
け
が
現
れ
、
溺
れ
た
人
の
腕
を
引
い
て
救
い
出
す
の
に
異
な
ら
な
い
。
」
(
向
使
淑
其
雷
同
、
至
情
孤
露
、
不
具
援
溺
人
而
出
之
也
。
)
と
言
っ
て
い
る
。
既
成
の
形
式
へ
の
付
和
雷
同
を
批
判
し
、
「
情
」
と
い
う
心
の
動
き
が
表
現
さ
れ
た
文
章
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
成
説
」
に
対
し
て
「
深
思
」
「
自
得
」
を
求
め
る
学
問
観
の
一
形
態
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
、
っ
。
こ
の
よ
う
に
、
同
時
期
の
賛
宗
義
の
学
問
活
動
に
は
さ
ら
な
る
広
が
り
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
語
ら
れ
る
学
問
観
は
相
互
に
関
連
し
、
影
響
し
合
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
広
が
り
が
あ
る
黄
宗
義
の
学
問
活
動
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
た
上
で
、
『
明
儒
学
案
』
の
成
立
に
つ
い
て
総
合
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
注
(
1
)
小
野
和
子
は
、
黄
宗
裁
を
束
林
復
社
の
政
治
思
想
の
継
承
者
と
位
置
づ
け
、
賞
宗
畿
の
経
歴
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
賞
宗
義
の
前
半
生
」
(
『
東
方
学
報
』
M
、
一
九
六
四
年
)
、
「
清
初
の
諸
経
会
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
学
報
』
初
、
一
九
六
四
年
)
、
『
黄
宗
務
』
(
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
)
。
(
2
)
『
賞
宗
義
心
学
的
定
位
』
(
允
長
文
化
実
業
股
伶
有
限
公
司
、
一
九
八
六
年
)
。
(
3
)
「
「
明
儒
学
案
』
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
中
国
哲
学
論
集
』
幻
、
一
九
九
五
年
)
。
(
4
)
「
清
初
思
想
趨
向
与
『
劉
子
節
嬰
』
策
論
清
初
抽
出
山
学
派
的
分
裂
」
(
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
内
情
刊
』
鎚
2
、
一
九
九
七
年
二
月
)
、
ま
た
、
何
俊
・
予
腕
寧
も
王
の
分
類
を
踏
襲
し
、
張
履
祥
隙
碓
黄
宗
畿
の
三
人
を
そ
の
典
型
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
る
(
『
劉
宗
周
与
故
山
学
派
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
O
O九
年
)
。
(
5
)
呉
光
(
注
6
)
に
よ
れ
ば
、
陳
祖
武
が
康
照
二
十
四
年
説
を
発
表
し
た
の
は
一
九
八
六
年
で
あ
る
(
「
黄
宗
義
生
平
事
辺
捜
考
閑
於
明
儒
学
案
成
書
時
間
的
幾
個
問
題
」
、
国
際
黄
宗
義
学
術
討
論
会
)
。
陳
祖
武
は
、
貴
宗
義
と
『
明
儒
学
案
』
を
め
ぐ
る
多
く
の
資
料
を
根
拠
と
し
て
、
『
明
儒
学
案
』
の
段
階
的
成
立
を
主
張
し
て
い
る
。
「
『
明
儒
学
案
』
的
里
程
碑
価
値
」
(
『
中
国
学
案
史
』
文
津
出
版
、
一
九
九
四
年
)
。
(
6
)
「
明
儒
学
案
考
」
(
『
賞
宗
義
著
作
会
考
』
台
湾
学
生
時
官
局
、
一
九
九
O
年)。
(7)
「
明
儒
学
案
の
四
庫
提
要
に
関
す
る
こ
三
の
問
題
」
『
東
京
支
那
学
報
』
辺
、
一
九
六
六
年
)
。
(
8
)
前
掲
(
注
3
)
参
照
。
(
9
)
「
黄
宗
義
侠
若
『
理
学
録
』
考
論
」
(
田
浩
編
『
文
化
与
歴
史
的
追
索
』
聯
経
出
版
公
司
、
二
O
O九
年
)
、
「
美
希
轍
及
其
『
理
学
録
』
考
論
」
(
『
国
学
研
究
』
初
、
三
O
一
一
年
)
(
叩
)
「
賞
宗
義
の
学
問
」
(
『
東
京
支
那
学
報
」
3
、
一
九
五
七
年
)
。
(
日
)
「
周
汝
登
『
聖
学
宗
伝
』
と
黄
宗
義
『
明
儒
学
案
』
」
(
『
陽
明
学
』
目
、
二
O
O三
年
)
。
た
だ
し
、
佐
藤
論
文
の
主
旨
は
、
『
虫
学
宗
伝
』
が
万
暦
年
聞
の
陽
明
学
観
、
『
明
儒
学
案
』
が
康
回
年
間
の
陽
明
学
観
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
く
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
る
。
(
ロ
)
『
一
本
万
殊
|
|
賞
宗
義
的
哲
学
与
哲
学
史
観
』
(
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
。
朱
義
禄
も
『
明
儒
学
案
』
の
立
場
を
「
学
術
民
主
」
と
考
え
て
い
る
(
「
心
学
天
地
与
学
術
民
主
」
『
黄
宗
義
与
中
国
文
化
』
第
四
章
、
貴
州
人
民
出
版
社
、
二
O
O
一
年
)
。
こ
れ
は
、
「
明
儒
学
案
発
凡
」
や
「
明
儒
学
案
序
」
に
学
術
の
違
い
を
認
め
る
記
述
が
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
が
、
こ
れ
を
早
急
に
現
代
的
な
客
観
的
立
場
や
民
主
的
発
想
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
即
断
(
日
)
陳
確
「
寄
張
奨
夫
劉
伯
縄
両
兄
書
」
(
『
陳
確
集
』
文
集
巻
一
、
中
川
田
華
替
局
、
一
九
七
九
年
)
、
「
別
劉
伯
純
序
」
(
『
隙
確
集
』
文
集
巻
十
)
。
醐
(
U
)
本
稿
で
使
用
す
る
黄
宗
裁
と
朱
子
の
資
料
は
、
次
の
も
の
に
基
づ
凡
き
、
勾
読
点
は
適
宜
改
め
た
。
『
賞
宗
義
全
集
増
訂
版
』
(
沈
菩
洪
主持
主
編
、
呉
光
執
行
主
編
、
漸
江
古
籍
出
版
社
、
二
O
O
二
年
)
、
宗
誠
子
全
書
』
(
朱
傑
人
厳
佐
之
・
劉
永
一
期
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
、
ご
O
O
二
年
)
。
引
用
文
注
の
括
弧
傍
線
・
記
号
は
筆
者
が
補
っ
た
。
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(
日
)
「
子
劉
子
宗
旨
難
若
減
若
没
、
先
生
之
墨
守
、
未
嘗
不
為
田
単
之
即
墨
也
。
」
(
「
墓
誌
銘
」
)
(
時
)
「
海
寧
陳
確
乾
初
、
自
来
学
問
、
由
正
以
入
誠
、
未
有
由
誠
以
入
正
者
。
孟
子
言
求
放
心
、
夫
子
言
士
山
学
従
心
。
其
主
敬
功
、
夫
従
心
始
不
従
意
始
。
」
(
「
墓
誌
銘
」
)
(
口
)
「
先
生
排
之
回
、
『
慎
独
者
主
敬
之
別
名
也
。
大
学
之
言
心
也
、
分
意
知
物
而
言
者
也
、
分
意
知
物
而
言
者
、
非
外
心
以
言
意
、
即
心
而
指
其
最
初
之
幾
日
意
。
蓋
必
言
意
而
心
始
有
主
宰
、
言
誠
而
正
始
有
実
功
也
。
』
」
(
「
墓
誌
銘
」
)
(
刊
日
)
「
先
生
云
亡
、
今
而
後
山
陰
宗
旨
恐
愈
裂
突
、
執
筆
而
自
強
者
久
之
。
」
(
「
墓
誌
銘
」
)
(
四
)
小
野
和
子
(
前
掲
注
1
)
、
彰
国
朔
(
前
掲
注
9
)
、
難
波
征
男
「
劉
宗
周
と
黄
宗
裁
の
証
人
書
院
」
(
「
香
椎
潟
』
錦
、
ニ
O
O
二
一
年
)
を
Aq-n凶
H
O
J
Z
E
H
H
 
(
別
)
「
余
与
萎
定
稽
復
講
会
、
情
迫
害
、
括
磨
斯
世
之
耳
目
。
」
(
康
配
…
十
一
年
撰
「
謹
呉
仲
墓
誌
銘
」
、
『
南
雷
文
定
三
集
』
巻
二
、
『
黄
宗
義
全
集
』
第
十
冊
)
(
幻
)
葉
廷
秀
か
ら
の
書
簡
に
は
、
「
註
、
『
意
者
、
心
之
所
発
』
因
誠
意
伝
中
有
好
悪
字
面
、
当
属
動
一
辺
。
若
以
為
心
之
所
存
、
宣
即
中
時
一
一
吉
田
「
未
発
之
中
』
与
」
と
あ
る
(
「
答
葉
潤
山
囚
」
附
録
)
。
葉
は
朱
子
の
注
釈
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
劉
宗
周
の
誠
意
を
動
と
静
に
分
け
て
考
え
て
お
り
、
動
静
を
兼
ね
る
意
の
根
源
的
な
性
格
が
理
解
で
き
て
い
な
い
と
い
え
る
。
(
辺
)
「
輩
心
無
体
、
以
意
為
体
。
意
無
体
、
以
知
為
体
。
知
無
体
、
以
物
為
体
。
物
無
用
、
以
知
為
用
。
知
無
用
、
以
意
為
用
。
工
夫
結
在
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主
意
中
、
方
為
真
工
夫
。
如
離
却
意
根
一
歩
、
亦
更
無
格
致
可
言
。
」
(
「
行
状
」
巻
下
)
(
お
)
こ
の
こ
と
の
背
景
と
し
て
、
黄
宗
裁
が
「
悔
文
集
序
」
を
書
い
た
康
照
七
年
頃
、
清
朝
は
、
程
朱
学
に
基
づ
い
た
科
挙
体
制
を
困
め
る
右
文
政
策
に
梶
を
き
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
井
上
進
「
機
学
の
背
景
」
(
「
東
方
学
報
』
削
師
、
一
九
九
二
年
。
『
明
清
学
術
変
遷
史
』
、
平
凡
社
、
三
O
一
一
年
に
再
録
)
参
照
。
(μ)
「
余
学
子
子
劉
子
、
其
時
志
在
挙
業
、
不
能
有
得
、
明
伽
磁
山
門
人
之
一
数
耳
。
天
移
地
転
、
殖
餓
深
山
、
尺
、
発
蔵
書
而
談
之
、
近
二
十
年
、
胸
中
窒
磁
解
剥
、
始
知
設
日
之
孤
負
為
不
可
賊
也
。
方
欲
求
同
門
之
友
、
呈
露
血
脈
、
環
願
字
下
、
存
者
無
幾
。
」
(
「
悔
文
集
序
」
)
(
お
)
「
先
師
立
証
人
書
院
、
諸
学
於
越
中
、
至
甲
申
而
罷
講
。
後
二
十
四
年
為
丁
未
、
余
与
美
定
諸
復
講
会
、
怖
遺
書
、
括
磨
斯
世
之
耳
目
。
然
越
中
類
不
悦
学
、
所
見
不
能
出
於
訓
話
場
屋
。
」
(
「
茸
呉
仲
墓
誌
銘
」
)
(
お
)
「
孟
子
目
、
君
子
深
造
之
以
道
、
欲
其
自
得
之
也
。
自
得
之
、
則
居
之
安
。
居
之
安
、
則
資
之
深
。
資
之
深
、
則
取
之
左
右
逸
其
原
、
故
君
子
欲
其
自
得
之
也
。
」
(
『
孟
子
』
雌
嬰
下
)
(
幻
)
「
義
読
劉
子
遺
書
、
潜
心
有
年
、
踊
識
先
師
宗
旨
所
在
、
窃
取
其
意
、
因
成
孟
子
師
説
七
巻
、
以
補
所
未
備
oe--
」
(
「
孟
子
師
説
』
「
題
辞
」
)
(
お
)
朱
子
は
太
極
で
あ
り
か
つ
無
極
で
あ
る
こ
と
で
、
太
極
は
物
と
区
別
さ
れ
る
と
考
え
る
。
「
i
e放
日
、
無
極
而
太
極
、
非
太
極
之
外
鋼
材
制
楓
創
叫
」
(
「
太
極
図
説
解
」
、
「
無
極
而
太
極
」
朱
子
注
)
「
対
樹
矧
耐
判
刻
組
剖
叶
凶
捌
矧
同
相
引
制
叫
叶
l
且
疋
以
自
其
著
者
而
観
之
、
則
動
静
不
同
時
、
陰
陽
不
同
位
、
而
太
極
無
不
在
駕
。
:
」
(
『
太
極
図
説
解
』
、
「
太
極
動
而
生
陽
・
:
両
儀
立
罵
」
朱
子
注
)
(
却
)
「
一
日
太
極
為
万
物
之
総
名
。
両
儀
立
、
而
太
極
即
隠
子
陰
陽
之
中
、
故
不
男
存
太
極
之
象
。
於
是
縦
言
之
、
道
・
理
皆
従
形
・
気
而
立
、
離
形
加
盟
所
詞
道
、
離
気
無
所
開
理
。
」
(
「
行
状
」
巻
下
)
(
初
)
慌
日
初
か
ら
の
書
簡
に
「
河
干
握
別
、
倹
己
主
年
」
と
あ
る
(
『
交
友
尺
服
』
「
障
日
初
」
、
『
黄
宗
談
会
集
』
第
十
一
冊
)
。
「
明
儒
学
案
序
」
に
よ
れ
ば
、
「
河
干
握
別
」
は
康
照
八
年
で
あ
る
。
(
担
)
「
『
今
日
知
先
師
之
学
者
、
唯
吾
与
子
。
両
人
議
論
不
容
不
帰
一
。
唯
於
先
師
言
意
所
在
、
宜
梢
為
通
融
』
某
日
、
『
先
師
所
以
異
於
諮
儒
者
宗
旨
正
在
於
意
、
寧
可
不
為
発
明
』
」
(
『
明
儒
学
案
序
』
原
序
)
。
な
お
、
「
明
儒
学
案
序
」
は
書
き
直
さ
れ
て
一
一
種
類
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
最
初
に
書
か
れ
た
方
を
「
原
序
」
と
す
る
。
(
沼
)
「
明
儒
学
案
序
」
「
発
凡
」
に
つ
い
て
は
、
山
井
湧
「
黄
梨
洲
・
明
儒
学
案
抄
」
一
・
二
、
『
陽
明
学
大
系
』
第
七
巻
『
陽
明
門
下
(
下
)
』
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
)
を
参
考
に
し
た
。
(
お
)
「
此
書
未
免
風
光
狼
籍
、
学
者
徒
増
見
解
、
不
作
切
実
工
夫
、
則
義
反
以
此
書
得
罪
於
天
下
突
。
」
(
「
発
凡
」
)
(
担
)
「
余
前
学
海
昌
、
毎
拍
囚
書
或
五
経
作
講
義
、
令
司
講
宜
読
。
読
畢
、
静
雄
蜂
起
、
大
抵
場
屋
之
論
、
与
世
抹
搬
。
余
目
、
「
各
人
自
用
得
着
的
、
方
是
学
問
。
:
」
」
(
「
陳
叔
大
四
諮
述
序
」
、
『
五
ロ
悔
集
』
巻
一
一
、
「
賞
宗
義
全
集
』
第
十
冊
)
